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1F

2F 学生ラウンジ・大教室
既存校舎とブリッジで繋ぎ、その導線となるエリア
に学生ラウンジをオープンし、学生同士の交流を促
進します。大勢の学生が講義を受けられる大教室
も設けます。

3F コラボレーションフロア
コース専門教育を行う実験室のほか、PBL
型教育を行うワークショップ・アトリエやCG
演習室を設けます。

ステッププラザ・学生食堂
学内での発表やイベントで利用できる多目的エリ
ア「ステッププラザ」を設け、キャンパスの中心と
なる場所を作り、地域との交流を促進します。

4-6F 研究・実験フロア
研究フロアとして、研究室、実験室や、研究
室間の創発を促進するオープンラボなどを
整備します。

新校舎建設計画

新校舎建設
新たな研究・地域連携拠点

（2026年度完成予定）
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北陸新幹線上田駅より上田電鉄別所線に乗り換え、大学前駅より徒歩約10分

改組後（2026年4月予定）改組前

環境ツーリズム学部（95名）

企業情報学部（95名）

学部（入学定員340名）

総合福祉学研究科（13名）

大学院（入学定員13名）

社会福祉学部（150名） 社会福祉学部（150名）

学部（入学定員390名予定）

地域経営学部※仮称（150名）
【新設】

共創情報科学部※仮称（90名）
【新設】

総合福祉学研究科（13名）

大学院（入学定員18名予定）

共創情報科学研究科※仮称（5名）
【新設】

※令和6年9月時点での構想であるため、変更となる場合があります。

※修士課程のみ設置予定

※上田地域定住自立圏とは、上田市、東御市、青木村、長和町、坂城町、
　立科町、嬬恋村を指します。

新学部設置（構想中）

（設置構想中）

設置構想中であるため記載内容を変更する可能性があります

 長野大学
公立大学法人

新学部設置概要

共創情報科学部　共創情報科学科

名称（仮称） 入学定員（予定）
90名

（収容定員：360名）

地域経営学部　地域経営学科 150名
（収容定員：600名）

学生納付金
上田地域定住
自立圏域内者 282,000円

入学金
上田地域定住
自立圏域外者 423,000円

580,000円授業料

60,000円教育充実費

上田地域定住
自立圏域内者 922,000円

初年度納入金
上田地域定住
自立圏域外者 1,063,000円

ステッププラザのイメージステッププラザのイメージ

学生食堂のイメージ学生食堂のイメージ

新学部の設置場所・アクセス

長野大学共創情報科学部（仮称）、地域経営学部（仮称）、及び、大学院共創情報
科学研究科（仮称）の設置については、設置構想中であるため、本リーフレット
の内容は、今後変更となることがあります。



1年次
入  

学
卒  

業

教養・基礎科目（リテラシー、リベラルアーツ）

課題探求ゼミナール プロジェクト研究Ⅰ プロジェクト研究ⅠⅠ

キャリア科目（自己分析、キャリアデザイン、労働教育、就業体験）

課題発見・分析 　課題発見から
戦略立案・事業実践

課題発見から
価値創造

価値創造の
学びのまとめ

2年次 3年次 4年次

共創情報科学部 共創情報科学科
新学部設置構想中（長野大学で理工系人材を養成する学部を新設） 2026年４月設置予定 2026年４月設置予定

学びの特徴

カリキュラム体系

設置の理念

卒業後の進路

地域経営学部 地域経営学科
新学部設置構想中（長野大学の既設２学部を新しい学びを取り入れて再編）

（仮称）

豊かさと経済性を追求する社会からサステイナブル(持続可能）な社会への転換が期待されています。この社会を実現するた
めには、地域を構成する関係者が集まり、未来を考えながら地域や企業の課題をイノベーションにより解決することが不可
欠です。長野大学には、現在3つの学部があり、そのうち環境ツーリズム学部と企業情報学部の2学部を再編して地域経営学
部の設置を構想しています。地域経営学部では、社会学を基盤とした環境ツーリズム学部のサステイナビリティという軸と、
経営学を基盤とした企業情報学部のイノベーションという軸を融合させることで、「サステイナブルな地域社会の実現に向け
て新たな価値を創造できる人材の育成」をめざします。

「地域や企業の課題をイノベーションにより解決する」

「サステイナブルな地域社会の実現に向けて新たな価値を創造できる人材」の養成

「イノベーション×サステイナビリティをもとにした地域協働による価値創造の学び」

「ゼミナール教育を中心とした課題発見から価値創造までの学び」

金融／機械・電器／食品加工／製薬／住宅・ゼネコン／情報サービス／出版・広告／商社／コンサルタント／社会的起業／公務員

旅行・宿泊／交通／流通／宅配・物流／商社／食品加工／金融／環境NPO／自然学校／社会的起業／公務員
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組織マネジメント
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地域公共政策
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地域の「課題発見から価値創造」につながる循環的な学び
地域社会や企業の「課題発見」から、「戦略立案」・「事業実践」・「価値創造」
までのサイクルをゼミナール教育を中心とするカリキュラムを通して循環的
に学び、サステイナブルな地域社会をデザインできる能力を身につけます。

イノベーション×サステイナビリティの学び
経営学分野「経営イノベーションコース」と社会学分野「地域サステイナビリ
ティコース」を横断する4つの専門領域を設定し、これらの学際的・複合的な
学びを通してさまざまな角度から物事をとらえることのできる思考力と専
門的な知識や能力を身につけます。

地域協働による価値創造の実践的な学び
地域の企業・組織との協働によるゼミナール教育を１年次から展開し、シス
テム思考を通して地域の課題を多面的・総合的にとらえ、新たな価値を創造
する実践的な学びを推進します。学びの成果は地域に還元し、地域にイノ
ベーションを創出する能力を身につけます。

【経営イノベーションコースの価値創造の学びの例】
▶地域企業における企業独自の技術や地域資源の活用・創出による市場
性の高い商品の開発

【地域サステイナビリティコースの価値創造の学びの例】
▶地域資源を有効活用したエリア・リノベーションを通した観光まちづく
りモデルの提案と形成支援

経営イノベーションコース

地域サステイナビリティコース

地域経営学部では、地域や企業の課題を解決す
るための戦略を立て、実践し、新しい価値を創造
する（イノベーションを起こす）ことを通して、持
続可能（サステイナブル）な地域社会の実現に貢
献できる人材を養成します。

養成する人材像

サステイナブルな地域社会の実現（地域経営）に
向けて、地域企業の技術や資源を生かした経営
や事業、商品のイノベーションを推進できる人

経営イノベーションコース

サステイナブルな地域社会の実現（地域経営）に
向けて、地域の資源や自然環境を生かした地域
づくりや観光まちづくりを推進できる人

地域サステイナビリティコース

イノベーション
×

サステイナビリティ
サステイナブルな地域社会の実現に向けて

新たな価値を創造できる人材
（地域経営人材）

課題
発見

事業
実践

戦略
立案

価値
創造

学びの特徴

設置の理念 「情報科学を基盤に人と自然が調和する社会を創る」

「情報科学を基盤とした３つのコースを横断的に学び、多様な視点を育む」

「共創社会の創造と実現に貢献できる理工系人材」の養成

これからの時代に求められるのは、人と人、人と自然、そして人とテクノロジーが共に新しい価値の創造を担うことで
あるととらえ、そのような未来社会を私たちは「共創社会」と位置付けます。
その構築のために、共創情報科学部では、全ての学生が情報科学の知識を身につけるとともに、変化のめざましい
人工知能（AI）やロボットなどの高度な知能システムを適切に応用できる人材、新しいモノやコト、そして社会をデザ
インできる人材、自然環境の保全と経済成長の両立の推進に貢献できる人材の育成をめざします。

共創情報科学部では、情報科学を基盤とし、知能、デザイン、環境を横断的に学ぶことにより、人と自然環境が調和した共創社会の創造と実現に貢献できる
理工系人材を養成します。

養成する人材像

（仮称）

大学での複合的な学びの土台となる文章読解・作成
を含む幅広い基礎学力を修得している。

探究学習や課外活動の中で地域や企業の実践家と
積極的に交流・議論・提案を行う際に必要となる知識
と論理的思考力を有している。

地域の課題をとらえ、自らの考えを他者に伝えるコ
ミュニケーション能力を有している。

地域協働型の学習活動へ積極的に参加し、自ら地域
の在り方を構想する意欲を有している。

1

2

3

4

求める人材像 （アドミッションポリシー）

専門基礎
科目

専門基幹
科目

〇経済学
〇社会学
〇経営学

卒業後の進路

1年次
入  

学
卒  

業

教養・基礎科目（リテラシー、リベラルアーツ）

基礎実験・演習科目 AI・UX・GX
実験・演習科目

リテラシー 専門基礎 専門応用
課題発見 課題解決

卒業研究

卒業研究

2年次 3年次 4年次

カリキュラム体系

以下の１～３を満たす人は文系、理系を問わず歓迎します。

データ分析・活用を学ぶために必要となる知識・技能
として、高等学校等で学ぶ数学及び情報の知識を
有している。

思考力・判断力・表現力等の能力として、世界で起き
ている問題や身近な社会問題に関心を持ち、課題
発見・解決しようとする能動的な学習姿勢と基礎的
な知識を有している。

主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度とし
て、チームで協働できるコミュニケーション能力と
倫理観を有している。

1

2

3

求める人材像 （アドミッションポリシー）

専門基幹科目
〇知能
〇デザイン
〇環境

専門基礎科目
〇情報
〇数学
〇物理 など

情報技術の専門家は幅広い地域や企業から求められています。情報・通信業界は
もちろん、情報技術を活用する様々な業界（製造、建設、小売・物流、医療、農業、
金融、観光など）での活躍が期待されます。

【例】

地域連携演習科目

インターンシップ

※UX（ユーザーエクスペリエンス）＝ユーザーが商品やサービスを通して得られる体験
※GX（グリーントランスフォーメーション）＝地球温暖化に対応した社会変革と経済活動

調査・分析系科目（調査、統計、解析）

〇経営イノベーション領域
　（戦略経営、マーケティングなど）
〇組織マネジメント領域
　（人的資源管理、CSRなど）
〇環境ツーリズム領域
　（観光経営、地域環境など）
〇地域公共政策領域
　（観光政策、地方自治など）

システムエンジニア／ネットワークエンジニア／UI/UXデザイナー／デザ
インエンジニア／環境コンサルタント／環境アセスメント職／研究開発職
／公務員など

学びのキーワード▶生物多様性／環境影響評価／生態工学／防災・減災／将
来予測／環境センシング／気候変動／森林環境／地理情報システム／農業環境
工学　など
学びの例▶生物多様性などの環境評価に必要となる各種調査、センシング手
法によってデータを収集し、統計モデルによって将来を予測する技術を学ぶ。

自然環境の保全と経済成長を
情報技術により両立させる方法を学ぶ

共創社会の創造に貢献
地域の企業や自治体などと共に
情報技術を活用しながら
課題発見と解決に取り組む

AIを中心とするICTの
仕組みと応用方法を学ぶ

人間中心発想でモノやコトを
創り出し提案する方法を学ぶ

学びのキーワード▶HCD（人間中心設計）／UI/UX
／サービスデザイン／情報デザイン／プロダクトデ
ザイン／機能デザイン／人間工学／デザイン思考／
3Dモデリング／マーケティングリサーチ　など
学びの例▶ユーザーにとって魅力的で使い
やすいスマートフォン用アプリケーション
をデザインし、体験価値を高める提案力を
身につける。

学びのキーワード▶ＡＩ／データサイエンス／アルゴリズ
ム／プログラミング／ソフトウェア／数値計算／センシン
グ技術／メディア処理／情報ネットワーク／情報セキュリ
ティ　など
学びの例▶AIの基本アルゴリズムとその応用を学び、
実際のプログラミングを通して、AIを自分で構築するた
めの基礎知識を得る。

環 境

共創

情報科学

デザイン

知 能


